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南ア月報 

（２０１６年５月） 

 

在南アフリカ日本国大使館 

 

主な出来事 

 

【内政】 

●ゴーダン財務大臣逮捕の噂 

●ズマ大統領の収賄疑惑に関する高裁判決に対する検察庁及び大統領による上訴 

●ムチュヌＫＺＮ州首相の辞任 

 

【外交】 

●マシャバネ国際関係・協力大臣の外交予算演説 

●ラマポーザ副大統領の南スーダン訪問 

●ズマ大統領のカタール訪問 

●南ア・パレスチナ関係 

●マシャバネ外相のノルウェー訪問 

 

【経済】 

●経済成長 

●自動車販売 

●失業率 

●製造業・鉱業 

●経済環境 

●農産品加工 

●自動車業界の賃金改定交渉 

●競争力ランキング 

 

１ 内政 

●ゴーダン財務大臣逮捕の噂 

１５日、南ア歳入庁長官時代に同庁内にインテリジェンス部隊（通称 rogue unit）を立ち上げたこ

とに関連して、スパイ行為を理由とするゴーダン財務大臣の逮捕が秒読みにあると当地各紙が報

じた。検察庁は同日中に右を否定したが、市場はネガティブに反応し、ランドは１３日の終値１ドル

１５．４０ランドから１６日には１５．７４ランドまで下落した。 

１７日夜、ゴーダン大臣は声明を発表し、「自分が完全に無実である容疑について調査されてい

ることも、逮捕される可能性があることも信じられない」と現状に対する苦痛を率直に述べるととも

に、法執行機関の「隠された動機」は、財務省をコントロールし国庫を得ようとする大きな企みにつ

ながっているとし、財務省及び同省員を守るよう、南ア国民に呼びかけた。 

 

●ズマ大統領の収賄疑惑に関する高裁判決に対する検察庁及び大統領による上訴 

２３日、大統領就任前の２００９年に不起訴となったズマ現大統領に対する収賄疑惑に関して先
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月プレトリア高等裁判所が「不起訴処分は合理的でなかった」とした判決について、アブラハムス

（Mr Shaun Abrahams）検察庁長官は検察が控訴院（Supreme Court of Appeal）に上訴する考えで

あることを発表した。同長官は記者会見において、本判決は検察の権力を奪うものであり、重要

な原則が危険にさらされている、様々なリーガルアドバイスを得て、誰からの影響・指図も受けず

今回の上訴という決断に至ったと述べた。同日深夜、大統領も第三の被告として上訴する旨決定

したとする大統領府声明が発表された。 

 野党民主連合（ＤＡ）のマイマネ党首は、本件はズマ大統領を守るための露骨な時間稼ぎである

と批判。多くの法律専門家は、全員一致で下された高裁判決は包括的で理由付けもしっかりして

おり、また、今回の上訴における検察の主張はすでに高裁判決の時点で否定された内容に類似

していることから、本上訴が成功する可能性は低いと指摘している。 

 

●ムチュヌＫＺＮ州首相の辞任 

２３日、センゾー・ムチュヌ（Mr Senzo Mchunu）クワズールー・ナタール（ＫＺＮ）州首相が辞任を

発表した。数週間前より同氏に対し、与党アフリカ民族会議（ANC）本部及び地方支部幹部らから

「辞任しなければ解任する」との強い圧力があったと報じられている。右を受け、ANC との三者同

盟の一員である南ア共産党（ＳＡＣＰ）は、統一地方選挙を控えるこのタイミングでの州首相の交

代に懸念を表明した。 

２５日、ウィリーズ・ムチュヌ氏（Mr Willies Mchunu）が新たな KZN 州首相として就任した。近々

KZN 州政府において大規模な内閣改造が行われるであろうと見られている。 

 

２ 外交 

●マシャバネ国際関係・協力大臣の外交予算演説 

３日、マシャバネ大臣は、外交予算演説を行ったところ、同演説及び同演説後の発言に関する

ポイントは以下の通り。 

（１）中国のような戦略的パートナー達との関係に引き続き力を傾注する。米国、インド、韓国及び

日本とアフリカの協力関係も積極的な社会・経済結果をもたらしている。 

（２）アフリカは、国連と国連憲章の頑強な支持者。国連改革、特に安保理改革を唱道し続ける。

（３）国連自身が非民主的で、代表性を欠いているという事実に鑑みれば、国連は民主主義を希

求する場としてのイメージと信頼性を損ねている。 

 

●ラマポーザ副大統領の南スーダン訪問 

 １６日、ラマポーザ副大統領は南スーダンを訪問し、キール大統領、マシャール副大統領及びア

ロル外務大臣と与党スーダン人民解放運動（ＳＰＬＭ）内の統一を強化するために政治協議を行っ

た。南ア政府によれば、現在、新暫定統一政府が政権を担っており、南スーダンの発展及び紛争

後の再建に向けての進展に前向きな環境を作りだしている。 

 

●ズマ大統領のカタール訪問 

１８日、ズマ大統領は、本年４ヵ国目となる中東地域への訪問を行い、サーニ首長は、ズマ大統

領による公式訪問招待を受け入れた。 

 

●南ア・パレスチナ関係 

 ２５日、ズマ大統領はケープタウンに於いて訪問中のマフムード・アッバース・パレスチナ自治政

府大統領を歓迎した。両大統領は、イスラエル・パレスチナ膠着状態解決に向けた現在の取り組

み、特に３０日に予定されていたフレンチ・イニシアティブとも言われ、延期となった中東和平会議

を含む幅広い問題について二国間協議を実施した。 
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●マシャバネ外相のノルウェー訪問 

 ２６－２７日、マシャバネ外相は第１５回アフリカ・北欧外相会合に出席するためにノルウェーを

訪問した。同会合は、“岐路に立つ外交・安全保障政策：新たな安全保障環境に於ける安定と繁

栄の確保”と題するテーマの下開催され、成功裏に終了した。 

 

３ 経済 

＜経済指標＞ 

●経済成長 

南ア準備銀行は、２０１６年の成長見通しを０．８％から０．６％へ引き下げた。また、２０１７年の

見通しを１．４％から１．３％、２０１８年の見通しを１．８％から１．７％と下方修正した。 

 

●自動車販売 

４月の新車販売台数は対前年比で、３０，０２６台から２６，０７７台と１３．２％下落。小型商用車、

ピックアップトラック・ミニバスは前年比０・１％（１２，１９２台）、中型商用車は２４．３％（５８８台）、

大型トラック・バスは５・３％（１５３３台）と減少。自動車輸出は前年比で、２３，６０２台から３２，８５

６台と３９．２％増加。 

 

●失業率 

南ア統計局よると、第２四半期の失業率が２６．７％（５７０万人）と過去８年間で最も高くなった

と述べた。企業は労賃を含むコスト上昇に対応するために、雇用を控えるまたはカットする傾向に

ある。 

 

●製造業・鉱業 

南ア統計局によると、鉱業生産は１８％減少し、過去４０年間で最低となった。製造業生産指数

は２月の２．２％から２％に下落した。 

 

＜出来事＞ 

●経済環境 

国際通貨基金（IMF）によると、２０１５年の南ア GDP がアフリカの中で２位から３位に下がったと

述べた。１位はナイジェリア、２位はエジプト。一方で、EYレポートによると、南アは、投資魅力度で

はアフリカ２０カ国の中でトップである。また、KPMG は、低い経済成長やマクロ経済の問題もある

が、南アは依然として他のアフリカ諸国に比べて投資魅力度は高いと述べた。 

 

●農産品加工 

ロブ・デイビス貿易産業大臣は、農産品加工は資源依存をから抜け出し、製造業ベースのバリ

ューチェーンを活性化し、雇用創出に重要であると米国商工会議所との朝食会で述べた。農産品

加工業は、農業のサブセクターの中で最も大きな雇用ソースである。 

 

●自動車業界の賃金改定交渉 

全国金属労働組合（NUMSA）と自動車工業界及び自動車小売業界との賃金改定交渉は、この

ままでは難航する見通し。NUMSA は本給の２０％の引上げ、一年毎との賃金改定、月５０００ラン

ドの住居手当、医療給付の支払い割合を雇用主が８０％、従業員が２０％とするよう要求している。

本要求項目は NUMSA の全国バーゲニング会議で合意され、随時関係セクターに適用していく予

定である。 
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●競争力ランキング 

スイスのビジネススクールである国際系開発研究所（IMD）がまとめた２０１６年版世界競争力ラ

ンキングで、前年から順位を１つ上げ、調査対象の６１か国・地域中５２位だった。これは、相対的

に他国の競争力が下がったためである。 

 

４ 警備 

●ハマンスクラール地区における大規模暴動の発生について 

 ２３日、ハウテン州ハマンスクラール地区において、政府による強制執行に反対する大規模な暴

動が発生し、多数の死傷者を出す惨事に発展した。 

 本事案は、政府の強制代執行を担うセキュリティ会社「Red Ants」が、Dilopye 地区の不法滞在

者を強制退去させようとしたことに端を発したもので、ツワネメトロ警察は、死者２名、負傷者６名と

発表したが、死者数はそれ以上に及んでいるとの情報もある。 

 Kgosientso Ramokgopa ツワネ市長は、当該暴動を非難しつつも、被退去強制者に対する人権

は守られなければならず、Red Ants に対しても、代執行に当たっては特に高齢者、女性、子ども、

身体障害者に配意し、人権を侵害することのないように指導していたとコメントした。 

 

●南ア銀行のクレジットカード情報を利用した現金窃取事案の発生について 

 １５日、日本において南ア銀行のクレジットカード情報を用いた不正取引により、総額

14 億円が窃取されるという事案が発生した。現金はいずれも国内 17都府県のコンビニエン

スストアに設置された 1,400 カ所以上の ATM 機から引き出されており、23 日、南アのスタ

ンダードバンクが当該被害を公表した。 

 スタンダード銀行関係者は、顧客への損害は認められないとしつつも、本事案によって

同行が被った損失は３億ランドに上ると見られている。また、関係当局に対しては既に報

告するとともに慎重な調査が行われており、追加情報は適切な時期にこれを発表すると述

べている。 

 

（了） 


